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１ . P E R S O N 江 戸 前 期 の 儒 学 者 で 「 古 学 派 三 人 衆 「 古 義 学 」 の 祖 。 町 人 1、 」。

出 身 で 、 京 都 堀 川 に 古 義 堂 を 設 立 。

２ . 伊 藤 仁 斎 が 、 特 に 『 論 語 』 と 『 孟 子 』 の 「 古 義 （ も と も と の 意 味 」 に 2）

直 接 学 ぶ こ と を 主 張 し た 古 学 派 の 儒 学 。

３ . 伊 藤 仁 斎 が 、 孔 孟 （ 人 倫 の 道 ） の 根 本 思 想 と し て 主 張 し 、 自 然 な 人 間 性 3

を 肯 定 す る こ と に よ っ て 、 儒 学 を 日 常 生 活 の 教 え と し て 庶 民 化 。

４ . 伊 藤 仁 斎 が 仁 と 愛 の 実 現 の た め の 心 情 と し 忠 自 分 を い つ わ ら な い 4、 、 （ ）

と 信 （ 他 者 を あ ざ む か な い ） の 実 践 に お い て 現 れ る と し た も の 。

５ . P E R S O N 江 戸 中 期 の 儒 学 者 で 「 古 学 派 三 人 衆 「 古 文 辞 学 」 の 祖 。 5、 」。

６ . 荻 生 徂 徠 が 「 古 文 辞 （ 儒 学 の 古 典 中 の 文 章 」 に 直 接 学 ぶ こ と を 主 張 6、 ）

し た 古 学 派 の 儒 学 。

７ . 荻 生 徂 徠 が 説 い た 政 治 の 手 段 で 「 先 王 （ 堯 ＜ ぎ ょ う ＞ や 舜 な ど の 孔 子 7、

以 前 の 聖 人 」 が 制 作 し た 「 安 天 下 の 道 。 朱 子 学 の 説 く 「 天 地 自 然 に 備 わ） 」

る 道 」 や 、 個 人 の 修 養 中 心 の 従 来 の 儒 学 を 批 判 し 、 経 世 済 民 の 重 要 性 を 主 張 。

８ . B O O K 荻 生 徂 徠 の 主 著 で 「 述 べ て 作 ら ず 、 信 じ て 古 （ い に し え ） を 好 8、

む 」 と 記 し 、 道 徳 や 政 治 は 先 王 の 道 を 手 本 に す る （ わ き ま え る ） べ き と 説 く 。

９ . P E R S O N 江 戸 初 期 の 儒 学 者 で 「 日 本 陽 明 学 の 祖 。 琵 琶 湖 の 畔 に 藤 樹 9、 」

書 院 を 開 い た 「 近 江 聖 人 。」

1 0 . 中 江 藤 樹 が 、 人 倫 の 根 本 と し た 道 徳 。 彼 自 身 の 人 生 の 決 断 （ 2 7歳 で 武 士 1 0

の 身 分 を 捨 て て 故 郷 の 母 に 尽 く し な が ら 庶 民 の 教 育 ） に も 大 き く 関 与 。

11 . 中 江 藤 樹 が 、 全 て の 人 間 関 係 に お い て （ 上 下 関 係 で も 、 互 い に ま ご こ 11）

ろ で 親 し み 合 う こ と を 心 の 本 質 と し た も の 。 朱 子 学 の 説 く 表 面 的 な 敬 （ つ

つ し み ） を 批 判 し 、 内 面 的 で 万 人 に 共 通 す る 道 （ 特 に 孝 ） と し た 。

12 . 江 戸 時 代 の 日 本 で 、 藩 士 の 子 弟 が 朱 子 学 な ど を 学 ん だ 藩 学 。 12

1 3 . 特 に 江 戸 時 代 の 日 本 で 、 主 に 民 間 の 儒 学 者 が 、 後 に は 洋 学 者 や 国 学 者 も 13

任 意 に 開 い た 学 校 。 庶 民 に も 開 か れ た 。

14 . 特 に 江 戸 中 期 以 降 普 及 し た 私 塾 。 町 人 の 子 弟 に 対 し て 「 読 み ・ 書 き ・ そ 14

ろ ば ん 」 を 教 え た 。 語 義 ： 寺 子 （ 寺 で 学 ぶ 子 ど も 」 → 後 に 「 寺 の 小 屋 」「 ）

と も

1 5 . 幕 末 に 朱 子 学 派 の 水 戸 学 を 中 心 に 起 こ っ た 幕 府 批 判 の 思 想 。 語 義 ： 天 皇 15

を と う と ぶ こ と

1 6 . 幕 末 に 陽 明 学 派 を 中 心 に 起 こ っ た 幕 府 批 判 の 思 想 。 語 義 ： 江 戸 幕 府 を 倒 16

す こ と

17 . P E R S O N 幕 末 の 志 士 で 長 州 藩 士 。 陽 明 学 の 影 響 が 強 い 。 松 下 村 塾 の 主 宰 17

者 と な り 幕 末 明 治 の 指 導 者 を 育 成 。

T. Q .「 江 戸 時 代 の 庶 民 に と っ て の 仁 斎 と 藤 樹 と は ？ 」

T. A .

仁 斎 は 孔 孟 の 根 本 的 な 考 え 方 で あ る 仁 と 愛 を 主 張 し 、 そ れ を 日 常 生 活 の 教 え と し て 庶 民 化 し

た 。 藤 樹 は 琵 琶 湖 畔 に 藤 樹 書 院 で 庶 民 に 人 道 を 説 い た た め 、 近 江 聖 人 と 呼 ば れ 、 彼 は そ こ で

孝 は 人 倫 の 根 本 で あ る と 説 い た 。 ど ち ら も 愛 に つ い て 庶 民 に 分 か り や す く 説 い た 点 が 共 通 し

て い る 。


